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○ 福島市街なか活性化事業 福島市 ソフト 9,999 7,499

街なかの人通りが減っている状況に対応するため、こども向けの大型のイ
ベントを実施し、中心市街地へ足を運ぶ機会を創出することで、若年層を
対象に街なかに対する愛着形成や飲食店や小売店への誘客につなげ
た。
また、イベント後に大学生と連携し、次年度事業の内容に係る検討会を行
い事業内容のブラッシュアップを図った。
①街なか子どもの日（5/5 参加者　48,000名）
②次年度に向けた大学生との内容検討会

R6.4.1～R7.3.7 福島市
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○

人
づ
く
り

地域の魅力体験合宿事業 伊達市 ソフト 6,119 4,189

伊達市内の小学校5年生を対象に、通学合宿の形で共同生活を送る機
会を提供し、自立心・自主性を育むとともに、地元の食や文化の体験を通
し、地域への愛着醸成と地域づくりに関わる人材の育成に取り組んだ。
①通学合宿の実施（令和６年５月～12月　17回　計443名参加）
②①内での地域ボランティアとの交流、地元食材の調理等

R6.4.1～R6.12.27 伊達市
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○
Ｄ
Ｘ

デジタル変革推進事業 伊達市 ソフト 3,286 2,464

スマホ教室や個別相談を実施し、誰もがデジタル化によるメリットを享受で
きるよう取り組むことで、デジタルデバイドの解消を図った。
①スマホ教室（11月～2月　延べ165名）
②デジタル活用サポーター育成講座（９月、12月　延べ26名）
③デジタル巡回相談（12月～1月　11名）
④出張スマホ教室（７、８、１月　延べ90名）

R6.4.1～R7.3.11 伊達市
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未来へつなげる　国際交流都市
もとみや発展プロジェクト

本宮市 ソフト 20,606 10,000

市内の小中学生を対象に英国との交流事業等の機会を設け、国際社会
で活躍できる人材を育成するとともに、英国文化等に係る講演会などを実
施し、国際理解の促進に取り組んだ。
①市内中学生による英国訪問・親善活動（6/29～7/5 中学生15名）
②国際理解講演会（1学期下旬～3学期初め　市内小中学生535名）
③国際理解特別講演会（6/24 中学生333名）
④英語・英国文化紹介講座（11/24,11/30,12/8　小学生30名）等

R6.4.1～R7.3.31 本宮市
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○
桑折町阿武隈川多目的親水公
園利用促進事業

桑折町 ソフト 3,962 2,800

国と町が連携して整備した桑折町阿武隈川多目的親水公園（ピーチリ
バーク１５７）を会場に、地元食材等を活用した地域の魅力を体験できるイ
ベントや周遊企画を実施し、まちとかわの回遊性の向上を図り、地域の魅
力を発信した。
①献上桃の郷　ピーチリバーク157フェス2024（4/27 参加者　1,000名）
②①と同時開催のサイクリングイベントと連携した来場の促進

R6.4.1～R6.10.31 桑折町
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新
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○
"ART×国見町”アーティスティッ
クなまちづくり事業

国見町 ソフト 3,921 2,940

ARTをテーマに、会場を複数箇所に設定したイベントを開催することで町
内周遊を促進し、関係・滞在人口の拡大を図った。
また、町での生活の様子等を継続的にSNSで発信し、地域の魅力のPRに
も取り組んだ。
①盆地と里の芸術祭（10/13,14 1,300名来場）
②SNSによる情報発信

R6.4.1～R7.2.28 国見町
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○

健
康
長
寿

かわまたメタボ改善健康プロジェ
クト

川俣町 ソフト 2,455 1,840

町民の健康意識の底上げや健康まちづくり・健康寿命の延伸のため、楽
しみながら参加できる地域資源を活用した健康イベント等を実施し、町民
の健康に対する関心の向上を図った。
①里山登山事業（4/27 　参加者27名）
②健康教室（9/29  参加者30名）
③町民ウォーキング大会（10/20 参加者164名）
④健康ポイント付与事業

R6.4.1～R7.3.31 川俣町

8
継
続
3

○
オールかわまたで魅力発信！
かわまたまるごと体験プロジェクト

川俣町 ソフト 6,312 4,733

道の駅かわまたを中心に、特産品や各種伝統芸能など、町の魅力等を広
く発信し、来町者増加につながるイベントを定期的に実施し、地域経済の
活性化に取り組んだ。
①道の駅まつりinかわまたの開催等の魅力発信事業（５月～３月　11回開
催　来場者計：2,156名）
②スタンプラリー等の里山魅力発信事業（11月～１月　参加者：322名）

R6.4.1～R7.3.31 川俣町
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○

人
づ
く
り

国際交流を柱とした地域活性化
事業

大玉村 ソフト 1,140 855

友好都市協定を結ぶマチュピチュ村との交流を進めるため、住民参加型
の記念式典の開催、約10年の歩みを記したやリーフレットの作成、村民へ
の配付等により、国際交流に対する機運醸成に取り組んだ。
①マチュピチュ村友好都市協定締結10周年記念式典（11/22 約73名）
②ペルー料理教室（11/21 住民等15名参加）
③マチュピチュ村友好都市協定締結10周年記念リーフレット作成（3,500
部）

R6.4.1～R7.1.14 大玉村

10
継
続
3

○

カ
ー

ボ
ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ
ル

再生可能エネルギーを核とした
農福連携推進プロジェクト

大玉村 ソフト 3,296 2,472

持続可能な地域づくりのため、再生可能エネルギーを活用した施設園芸
を障がい者や高齢者の雇用により行う農福連携推進のための事業を実施
した。
令和６年度は計画のブラッシュアップに取り組むとともに、農福連携につ
いてセミナー等を実施し、地域全体の理解醸成に取り組んだ。
①意見交換等を通じた農福連携プログラムの検討
②農福連携セミナー（3/11 約50名参加）

R6.4.1～R7.3.31 大玉村
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○

地
産
地
消

ふくしま三大鶏振興事業
ふくしま三大鶏振興
協議会（川俣町・伊
達市・三島町）

ソフト 6,004 4,799

県内３種類のブランド鶏の認知度向上に向け、生産者及び加工業者等
が市町村の枠を超え相互の連携の下、「ふくしま三大鶏のイベント」を各
自治体持ち回りで開催し、ふくしま三大鶏のPRに取り組んだ。
①第２回ふくしま三大鶏フェスin川俣町中央公民館（10/26,27 約12,000
名来場）
②①内で３市町の特産品の販売・体験

R6.4.1～R6.12.20 川俣町
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長
寿

親子スポーツ・健康事業 桑折町 ソフト 2,599 1,819

若い頃から運動の大切さを学ぶことができるイベントを実施し、継続的な
運動習慣の定着につながり、また、家庭や地域を巻き込み町内一体で実
施したことにより、町民の健康意識の向上及びスポーツ振興につながっ
た。
①こおりヘルスアップDAY 2024（11/3 参加者約500名）
②親子運動教室「ヘキスサロン事業」（2/5,19、3/5,19 参加者約40名）
③エリプスセンス事業（ボール遊び事業）　（3/23 参加者約50名）

R6.4.1～R7.3.31 桑折町 健康関連事業

（県北地方振興局） 12件 69,699 46,410累計


